
  

40 歳を過ぎて中堅としての責任が増えた頃、私は職場の人

間関係に強い葛藤を抱えていました。年功序列が色濃く、ハラス

メント的な雰囲気もあり、間違っていると感じても意見を言えない

環境で、辞めたいと思うほど悩んでいたんです。同世代にも同じよ

うな苦しさを抱える人が多く、「自分だけではない」と感じていまし

た。そんな時、同窓会で久しぶりに会った同級生から「カウンセリン

グを受けた」という話を聞き、心の問題に向き合うことの大切さを

意識するようになりました。   

また私は周囲から相談を受けることが多かったのですが、当時

は十分な傾聴ができておらず、つい自分の価値観で早合点して

アドバイスしてしまうことがありました。命に関わる現場であるにもか

かわらず、相談者の気持ちを丁寧に受け止められていない自分

に気づき、「まずはしっかり話を聴けるようになりたい」と強く思いま

した。こうした経験から、産業カウンセラーとしての学びを本格的に

始める決意をしました。 

第56回 産業カウンセラー川平
かわひら
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一郎
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さんにインタビュー あなたと出会い隊 

産業カウンセラー資格取得のきっかけは？ 

定年を 1年半後に控え、職場への「置きお土産」を準備したいと話される川平さんにお話を伺いました。 

 

辛島さんにお話を伺いました。 

。 

 

 

 

産業カウンセラー養成講座での学びは？ 

 

現在は職場で電話対応や職員の派遣業務を担当しています

が、産業カウンセラーの学びで身につけた傾聴や声かけのスキルが

大きく役立っています。 

 お電話してこられる方は緊迫し、パニックや興奮状態に陥っている

ことが多いため、まずは私自身が落ち着き、相手の言葉を丁寧に

受け止める姿勢を大切にしています。そのうえで「どう声をかければ

落ち着きを取り戻し、必要な情報を引き出せるか」を常に考えなが

ら対応しています。しっかり訴えを理解することで、状況に応じた判

断を行い、現場の職員へスムーズに業務をつなぐことができていま

す。また、これらのスキルは職場の人間関係やチーム運営にも活か

されています。24 時間勤務で生活を共にする環境だからこそ、コミ

ュニケーションの質が重要です。 

 年度初めにはメンバーの話を丁寧に聴き、目標を共有する「つな

ぎ役」としての役割も果たせており、チームの信頼関係づくりに貢献

できていると感じています。 

定年退職まで残り約 1 年半となり、これまで自分が苦労して

きた経験を活かし、職場に前向きな「お土産」を残したいと考え

ています。現在はハラスメントという言葉が広まり、中堅職員が若

い世代への指導に悩む状況が増えています。厳しい指導が必要

な場面でも、受け止め方によってパワハラと捉えられることがあり、

組織全体の課題になっています。これは私が 40 代の頃に人間

関係で苦労した経験とも重なり、制度があっても運用の誤りで職

場がギクシャクする現状に問題意識を持っています。退職前に、

ハラスメントやメンタルサポート、職場環境について肯定的に捉え

られる資料づくりなどを行い、次の世代がより良い環境で働ける

よう準備を進めています。 

 セカンドライフでは、これまでの「人を助ける仕事」から「人を支え

る仕事」へと軸足を移したいと考えています。産業カウンセラーの

会員となり、地域も職種も異なる多くの人と出会えたことで視野

が大きく広がりました。この資格と現場経験を土台に、これからは

新しい形で人と関わり、困っている人を支える活動を続けていき

たいと思っています。 

（取材：鶴羽） 
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これからの仕事や活動について 



  宮崎地域のイベント情報あれこれ！ 

7 月 17 日（金）ランチ交流会に参加しませんか 

MA!ナビ通信 編集：宮崎地域担当者会議 広報部 

 

鶴羽浩 ・  和田喜代子 ・ 金丸美紀 

 7 月度 宮崎地域担当者会議議事録（要旨のみ） 

1. 事業推進部  

6 月 25 日（木） 就職支援セミナー意見交換・勉強会（各地域の担当講師・補助者）アンケート結果や質問を元に

意見交換と各地域の取り組みについての意見交換を実施 

2. 会員研修部  

下記の研修を準備しています。 

■日時：9 月 19 日（土）10:30～16:30 ■会場：ポリテクセンター宮崎 

■内容：10:30~12:00 交流会  

13:00~16:30 研修 「傾聴における事例検討会」 講師：内山博子さん 

・定員 30 名 ・受講料 7,000 円 

・ねらい：事例を用いながら、感じると、考えるの違いを理解し傾聴力を身に付ける 

3. 養成講座部 

現在の進捗状況、秋開講に向けて募集への協力依頼  

4. その他   

「産業カウンセラーの日」プロジェクト会議の進捗状況報告 

（開催日）11 月 14 日（土）会場：ポリテクセンター宮崎 

・午前 10:00～11:45 講演テーマ決定 

・午後 13:00～15:00 ミニ講座 3 講座内容決定 各 45 分×2 回実施、体験カウンセリング 

15:15~16:00 交流会 討議テーマをもとにグループワーク 

16:00～     閉会式 

 

 

■ぼらたま通信 №07 「非常持ち出し品と非常備蓄品の違いとは」 

産業カウンセラー協会会員の交流の場を作りました。平日の昼間だからこそ参加できる方、仕事の昼食休憩を利用してさ

れる方など集まった皆さんとの会話や情報交換をしませんか。前半では食事をしながら、協会の様々な情報をご紹介しま

す。後半では参加者どうしの交流を通して、情報交換の機会にしたいと考えています。 

［日時］2026 年 7 月 17 日（金） 12:00～13:30 

［会場］ＳｕｎＱテラス（宮崎市橘通西丁目２番２３ 九州電力 宮崎支店１階） 

 ※駐車場はございません。近隣の有料駐車場をご利用ください。 

［会費］800 円（昼食弁当代含む） 

○詳細とお申込はこちら 

パネルディスカッション ミニ講座 

写真は 2025 年 産業カウンセラーの日活動記録より 

https://kyushu.counselor.or.jp/12913/

